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2022/5/20 

日本 GIFオンラインセミナー 

「どうする？どうなる？中央アジア～ウクライナ危機の衝撃と余波～」 

実施報告書 概要版 

 

公益財団法人日本グローバル・インフラストラクチャー研究財団 

 

セミナー開催概要 

 主 催 ：公益財団法人日本グローバル・インフラストラクチャー研究財団(日本 GIF) 

 日 時 ：2022年 4月 15日(金) 14:00～15:30 

 開催形式：Zoom を利用したオンライン形式（ウェビナー） 

 講演者：地田 徹朗氏（名古屋外国語大学世界共生学部准教授） 

 司会者：中山 幹康（日本 GIF 専務理事） 

 プログラム内容： 

14:00 開会挨拶 中山幹康 

14:05 講演 地田徹朗氏 

14:50 質疑応答 

15:30 閉会  

       

開催の趣旨 

 日本 GIFは、1980年代後半からアラル海の環境改善プロジェクトに取り組んできた関係

で、ソ連崩壊後の中央アジア諸国（ウズベキスタン、カザフスタン、キルギス、タジキス

タン、トルクメニスタン）へ関心を持ち続けている。 

本年 2 月のロシアのウクライナへの軍事侵攻は、中央アジア諸国にとって他人事ではな

い。今回の軍事侵攻の影響は大きく、長期化するとの予測もあり、中央アジア諸国への政

治的・経済的影響、地政学的変化についても注視していく必要がある。 

今回のセミナーは、日本のアラル海研究の第一人者であり、豊富な中央アジア現地滞在・

研究の経験を持つ、名古屋外国語大学世界共生学部の地田徹朗准教授に講師を依頼した。 

 

講演要旨 

2022年 2月 24日、プーチン大統領は、ロシアがウクライナに対し「特別軍事作戦」を

行うと宣言した。この戦争は数日で終結すると考えられていたが、ロシアにその能力はな

く、長期化している。ロシアには、「ウクライナのナチストと戦う」という独自の大義名分

があり、今回の軍事紛争は、2008年のグルジア戦争とは質的に異なっている。。 

ロシアは、ウクライナは同族で、地域として一体で不可分であると考えている。ウクラ

イナとジョージアが NATO に加盟することは、ロシアの安全保障上あってはならない。ウ

クライナのゼレンスキー大統領に対しても、強い不信感がある。 

ロシアは、自分の影響圏で反ロ的な動きがあると、「不安定さの維持」を行い、それが利
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益になると考えている。ウクライナに対しても、今後どこまで「不安定さの維持」を行っ

ていくかが問題になる。 

プーチン大統領は、中央アジア・コーカサスだけでなく、中国、インド、パキスタンな

ど上海協力機構(SCO)加盟国も意識し、開戦の準備を用意周到に行った。開戦後には、カザ

フスタン、キルギス、アルメニア、ベラルーシの首相とロシア経済連合の会合を開き、タ

ジキスタンやトルクメニスタン、アゼルバイジャンの大統領とも会談を行った。中央アジ

アは、安全保障面でロシアを意識しながら今後も生きていく必要がある。しかし、どの国

にとっても（今回の軍事侵攻は）本音では迷惑なのではないか。今後は、CSTO 加盟国で

あるカザフスタン、キルギス、タジキスタンに、踏絵を迫る可能性も浮上してきている。 

中央アジアのテレビ・メディアは、親ロシアと反ロシアで世論が分断されている。労働

移民を送っていてロシアに経済を依存している国については、自分たちの生活を維持させ

てくれている国に対して、経済制裁を行っている国の報道は信用できないと考える人もい

る。 

中央アジアにとって、経済的には中国の支援があるとしても、最終的にはロシア以外に

頼れる国はないのではないか。キルギスからタジキスタン、アフガニスタン、パキスタン

まで繋がる中央アジア・南アジア電力プロジェクト(CASA-1000)は、欧米の色が濃かった

が、アフガニスタンのターリバーン政権の影響で頓挫した。中央アジアが、安全保障面で

アメリカは頼りにならないと考えると、さらにロシアに頼ることになる。トルクメニスタ

ン・アフガニスタン・パキスタン・インドが主導しているガスパイプライン TAPIは、アフ

ガニスタンが安定すれば、続く可能性もゼロではない。 

プーチン大統領は、国際秩序を決める側にいることを常に大切にしてきた。ロシアは恐

らく戦争には勝てず、この戦争で疲弊してロシアの力は弱まってくる。中央アジアは、今

後もロシア一辺倒ではなく、全方位外交を維持するだろう。ロシアは今後中央アジアにお

いても、何かしらの不安定要因を「創り出し」、ゆさぶりをかける可能性がある。中国の今

後の出方が非常に重要になってくる。 

 

質疑応答 

中央アジアとロシアの今後について、ウクライナからの避難民について、中央アジアの

マスメディアについてなどの質疑応答が行われた。 

 

アンケート・感想  

参加者に対し、セミナー終了時にアンケートを表示し回答を依頼。セミナーについて知

った経緯、セミナーの感想、意見要望等について、貴重なご意見を頂戴した。 

 

以上 

  


